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FAXの場合 WEBの場合

お申込はこちらから
▶https://www.dentalead.co.jp/seminar/

K.S.I.OPEN SEMINAR 2025 お申込はFAXまたはWEBからお願いいたします。

住　所 〒　　　　　　　-氏　名

医院・ラボ名 TEL

□ 歯科医師　　□ 歯科技工士

株式会社 デンタリード　〒532-0033 大阪市淀川区新高1-1-15　TEL：06（6396）4448お申込・お問合せ

Study Group K.S.I.Seminar

米澤歯科醫院

米澤 大地 先生

有限会社デンタル・プログレッシブ 代表

奥森 健史 先生
咬合・補綴治療計画セミナーインストラクター 
K.S.I.主幹
大阪大学歯学部 歯科技工スーパーバイザー 
大阪SJCD会員
日本歯科技工士会 認定講師 
デンタリード テクニカルアドバイザー 
デントウラム 公認インストラクター

長崎大学 歯学部 口腔インプラント学分野 臨床准教授
長崎大学 歯学部 歯科矯正学分野 非常勤講師
大阪歯科大学付属病院 口腔インプラント科 
研修（CE）セミナー講師
日本臨床歯科医学会理事 大阪支部(大阪SJCD)相談役
近畿矯正歯科研究会 理事 副会長
インプラントのスタディグループ SAFE（主宰）
矯正のスタディグループGPO（主宰）

長崎大学 歯学部 口腔インプラント学分野 臨床准教授

日本臨床歯科医学会理事 大阪支部(大阪SJCD)相談役

K.S.I. 2025

有限会社デンタル・プログレッシブ 代表

日 時 2025年5月25日（日） 13:00～17:00
受講料 5,500円（税込）
場 所 白水貿易株式会社

大阪本社6Fホール
大阪市淀川区新高1-1-5

株式会社 デンタリード主 催

50名定 員

Kansai Skill-up 
Innovation

協 賛

術後18年経過写真
インプラントか？RPDか？。インプラント補綴は
咬合支持を得る優れた手段となります。
しかし、たとえ自由診療受診患者でも、
欠損補綴に様々な理由で部分床義歯を
選択することは多くあります。
そうすると長期に渡り機能する設計と
治療ができなければいけません。
長期にRPDを機能させる勝因は何か？
整理してみたいと思います。

ラボワークから機能する補綴装置製作を
目指すには、ケースごとに着目すべき点を如何に
“チェアーサイド”から導くことができるかが
勘所である。診断・治療計画・補綴設計と
進む中で治療ゴールを“おぼろげ”ながらでも
イメージすることがポイントとなる。
本講演では補綴治療はもちろん、
矯正 外科 インプラントと多くの分野で
実績の高い米澤大地先生をお招きし
筆者とのコラボレーションを述べたい。

“デンチャーで攻める”
～ラボサイドでイメージする、機能させる
パーシャルデンチャーの勘所～

OPEN
SEMINAR

欠損補綴治療でインプラントに
負けないRPDの要件

～欠損補綴治療において、
  その一つのケースにかける執念～


